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IT でない中小企業の DX 
 

向洋電機土木株式会社 CHO 広報部部長 

横澤 昌典 氏 

この記事は，第 16 回情報システム学会シンポジウム（2023 年 5 月 27 日）における記念

講演の口述内容をまとめたものです． 
 

■はじめに 

先生の後で大変話しづらいです．すごく

高度な話をされた後に一気にレベルが下

がって，「えっ，ITと全然関係ないやつが

来たけど大丈夫？」と皆さん内心思ってい

らっしゃると思いますが，始めさせていた

だきたいと思います． 
私の会社は，向洋電機土木と書いてある

のを見て分かるように，建設の会社なので

す．ITの会社とか，そういう特別な研究を

している会社でも何でもないので，知識で

皆さまのお役に立てるかどうかは分かりま

せん．ただ，中小企業ですので，実際に小

さな会社がどんなことをしているのかとい

うことについての事例を今日はお話しさせ

ていただければと思います． 
私はシステムやサービスや法律などの細

かい話はできません．なぜDXをするに

至ったのか，なぜ中小企業がそんなことを

考えたのか．「なぜそんなに成果が上がっ

たの？」とよく言われるので，そういった

ことを説明したいと思います． 
私は今日初めてこの場に参加させていた

だきました．ここには，さまざまな規模の

会社の方や個人の方などがいらっしゃいま

す．私のような何だか訳の分からない，調

子良さそうな人間は皆さんの会社や周りに

いないと思います．私はよく落研と言われ

るのですが，「ああ，中小企業にはそうい

う人もいるのね」ぐらいの気持ちで聴いて

いただけるとありがたいと思います． 
 
 

■世間一般の建設業のイメージ 

建設業に対してはいろいろなイメージが

あると思います．建設業というと3Kのイ

メージがあるのですが，実際は違うので

す．「きつい，危険，汚い，給料が安い，

休暇が少ない，かっこ悪い，臭い，苦し

い，くだらない，けがをする」で10K，

「無知，無理，無茶，無策，無謀，未熟，

未知，みすぼらしい，みっともない，未来

がない」で10M，建設業は10K&10Mなの

です．私も結構いろいろなところで話をさ

せていただくのですけれども，学生さんの

イメージはこんな感じです．少し昔の建設

業は，金髪のお兄ちゃんが柄の悪い格好で

たばこを吸ったりしているイメージがある

と思います．それがステレオタイプのイ

メージだと思うのですけれども，「では，

あなたの会社はどんな工事をしているの？ 

どんな仕事をしているの？」とよく言われ

るので，ここでちょっと会社の宣伝をさせ

ていただきます． 
 

■会社紹介 

横浜の南区にあるすごく小さな会社で

す．どんな工事をしているのかといいます

と，日産の本社と横浜駅のところに照明の

付いたペデストリアンデッキという橋を

造ったり，日産スタジアムというのが新横

浜にあるのですけれども，そこの横にテニ

スコートを造ったり，区役所を造ったり，

アンダーパスといって，開かずの踏切のと

ころに穴を掘って照明を付けたり，公園の

工事をしたり，日産スタジアムの大型の照
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明施設工事をしたり，どちらかというとス

ポーツ施設などの工事をする会社です．ア

イススケートセンターとか，この辺だと東

京ドームとか，ちょっと難しめのところの

照明の工事などをしています． 
さあ，皆さまに質問です．今回コロナに

なって，さまざまな会社が急にテレワーク

を始めました．今までやっていなかった会

社もDX化の一つとして始めています．自

分の会社が例えば「うちは元々Teamsを
やっていたよ」「Zoomをやっていたよ」

「〇〇をやっていたよ」と言っていても，

相手の会社がやっていないから対応できな

かった，何も動けなかったなど，いろいろ

なことがあったと思います．その内容は満

足のいくものだったでしょうか．どうすれ

ばそれが解決できたのでしょうか．それら

は実現できる策だったのでしょうか．今の

時代でも，まるっきりパソコンを使えない

方は一定数いらっしゃいます．スマホが嫌

だから今でもガラケーの人たちがいます．

なかなか難しかったと思います．一気にテ

レワークが進んだと思いますが，今はどん

どん下がっていっています．私は，多分こ

れは陳腐化して，そのままなくなってしま

うのではないかと思っています． 
特にわれわれのような小さな中小企業

は，人的リソースもなければ材料的なリ

ソースもないのです．スケールメリットも

何もないです．人材もない，お金もない，

売上もない，物もない．では，そんなとこ

ろの会社がどんなことをしているのかとい

う話です． 
うちの会社は，今，従業員数が37名で，

ぶっちぎりの零細企業です．でも，建設業

なのですが女性社員は14名で，30％を超え

ているのです．まず建設業で女性の比率が

30％を超えているところはなくて，しかも

中小企業ではなおさらです．そのおかげで

さまざまな取り組みをさせていただいてお

りまして，ダイバーシティに関連する賞を

取ったり，今日は主にDXの話なので，テ

レワークでいうと，先駆者百選総務大臣

賞，厚生労働大臣表彰を総なめしていま

す．ITの会社ではないのに，どんなことを

やったらそんなことになったのかというお

話です． 
 

■自己紹介 

私は先ほどからべらべらしゃべって全然

本題に進んでいないのですけれども，向洋

電機という小さな会社に広報部といって，

私みたいにしゃべる人間がいる部署があり

ます．私は父と母と妻と娘と猫がいて，子

育てをしながら介護をしています．すみま

せん，父は先日亡くなりました．末期がん

で，食道から腸まで全部取ってしまいまし

たが，20年頑張りました．母も今，オスト

メイトといって人工肛門になってしまった

りして，現在，絶賛介護中です．娘は中学

生で，反抗期で顔を合わせても距離感を感

じる対応です．子育てと介護をしながら働

くことをダブルケアといいますが，私はト

リプルケアで，自分が病気しているので

す．今，皆さんは「元気そうじゃん．ふざ

けるな．どう考えても病気じゃないだろ

う」と思いましたね．目を見れば分かりま

す．でも，私は病気です．定期的に入院し

て検査を受けなければいけない，結構重い

病気です．「本当かよ」と言うなら，後で

内臓を取ってしまったところの写真を見せ

ます． 
ですので，現在進行形で介護する人の気

持ちも分かります．育児をする人の気持ち

も分かります．闘病しながら働かなければ

いけない人の気持ちも分かります．それで

トリプルケア状態です． 
 

■社員・家族満足度向上への取り組み 

では，うちの会社はどんなことをやって

いるのかということですが，最近，CSとか

ESとかFSとかPSとか，よく言うようにな

りました．Customer satisfactionとかいろい

ろなことを言っていますが，うちの会社

は，従業員満足と，従業員を働かせる家族

の満足と，それを支える個人満足がない

と，会社は成り立たないと思っています．

自分の奥さんが，あるいは自分の旦那さん

が，帰ってきて「はあ．何だよ，あんなく

そみたいな上司」と言う会社に勤めていた
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ら，楽しそうだと思いますか．絶対に嫌な

会社だなとか，駄目だなと思いますよね．

人間がたくさんいるので駄目なこともたく

さんあるのですけれども，そういったとこ

ろまで追求して働きやすい職場をつくらな

ければいけない．そのためにDXやテレ

ワーク，その他のワーク・ライフ・バラン

スの取り組みが必要だと思っています．

今，それにプラスしてarea satisfactionもあ

ります．コロナになって地場の企業がみん

な弱くなってしまったので，それぞれが強

くならないといけないと考えています．

「お客さまは神様です」と言うようなお客

さま至上主義の企業ではありません． 
「そもそもワーク・ライフ・バランスっ

て，どんなこと？」とよく言われるのです

けれども，ワーク・ライフ・バランスは人

によってニーズが違うのです．一時期，育

児をする男性のことをイクメンと言うのが

はやりましたが，今は聞かなくなってきた

ではないですか．20代の子はひょっとした

ら，仕事を持って勉強したいと思っている

から，ライフよりワークの方が上かもしれ

ません．でも，結婚したら同じぐらいの比

率にしたいなとか，子どもが生まれたら，

私みたいに，ちょっと子育てを余分にして

みたいなと思う人もいるし，両親を介護し

たら，ひょっとすると仕事の比率は下がっ

てくるかもしれません．社員の数だけニー

ズがあります．私のようにべらべらしゃ

べったり，ああしてほしい，こうしてほし

い，そうしてほしい，あれが欲しい，これ

が欲しいと言える社員ばかりではありませ

ん．言えない社員もたくさんいます．本来

は，そのサイレントニーズを拾うのがワー

ク・ライフ・バランスであって，ワーク・

ライフ・バランスをきちんと成り立たせる

ために行うのがDXだと思うのです．DXを

使用することによって，そういった社員た

ちの働き方をサポートすることがまず一つ

の目的だと思っています． 
 

■共通認識の擦り合わせ 

ここで，漠然としている共通認識の擦り

合わせをさせてください．人生の大先輩方

に言うのも何ですが，日本の高齢化は世界

最速といわれております．日本はこれを24
年で達成したと言っていますが，他の国と

比べると5倍以上のスピードで，人類の有

史以来最も高速化が進んでおり，世界から

は，「日本はこれから先，超高齢化社会に

なって，どうやって生きていくのだろう

ね」と言われています． 
「生産年齢人口は減っている」とよく言

うのですが，実際，2030年にあなたの周り

で何人の人が何歳ぐらいになるのか，その

ためにどうするのかというのは，どこの会

社もみんな先送りしています．「若い人を

入れればいいんだよ」「今働いている大先

輩の方たちにたくさん働いてもらえばいい

んだよ」「年齢を引き上げて働いてもらえ

ばいいんだよ」と言っています．それはい

いことなのですが，では，どうやって働い

てもらうのかという策は，どこも，誰も考

えていません．「60歳から65歳にすればい

いじゃん」「65歳から70歳にすればいい

じゃん」と言っているだけです．そこへの

対応としてうちの会社でやっていることを

後ほど説明します． 
少子高齢化が進むと肩車型になるといわ

れていますが，基本的に人口は激減して

いっています．若い人が入ってきません．

働く人が少なくなって，その中でさらに私

のように介護問題が発生して，働けなくな

る人が出てくると思います．自分の勤務先

や取引先，例えば材料を作ってくれるとこ

ろや，何かを納品してくれるところ，運ん

でくれるところなど，どこでも構いませ

ん．全ての取引先が今から約7年後の2030
年にどのような人員構成になっているの

か．「あそこは番頭さんが何歳ぐらいで，

従業員が何人ぐらいで，万全だな」とか，

奇跡が起きてものすごく優秀な人が入社し

てきて景気回復が今からがっちり行われ

て，「もう，うちは万々歳ですよ」と左う

ちわだったり，誰一人として問題が発生せ

ずに順風満帆な経営になっているかどうか

ということです．「私は大丈夫」と思った

方は，本当にそうですか．取引先のみんな

も問題が発生せずにあと7年間生きていけ

そうでしょうか． 
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人口研究所で東京都の未来予測を調べた

ら，東京は今が人口のピークらしいです．

2015年は45～35歳が一番多かったのです

が，先ほど言った7年後になると，55～69
歳の年齢層が一番多くなるということが分

かりました．東京ですらこんなに若い人が

いなくなって，60代がメインになってしま

います． 
細かい数字を説明する時間はないのです

が，介護指数を出してみたところ，東京は

全国平均より上でした．2015年の全国平均

は0.65で，東京都は0.71です．東京は都会

なので，何となく介護の負担がないイメー

ジがあるかもしれませんが，実を言うと東

京の方が地方より介護の負担は大きい可能

性が高いということが数字上出てきていま

す． 
それで，ここからまた難しい問題，複雑

な問題が出てきます．ハラスメントの問題

です．昔は許されたことが，今はいろいろ

な問題になって出てきています． 
問題です．ハラスメントを12個用意しま

した．全て答えられたら会長からコーヒー

1杯プレゼントかもしれません．セクハ

ラ，パワハラ，モラハラ，マタハラ，アカ

ハラ，テクハラ，ブラハラ，カラハラ，イ

クハラ，カイハラ，テレハラ，ソジハラと

あります．いろいろなものがあります．皆

さんもほとんどは知っていると思います．

ただ，絶対に聞いたことがないもの，調べ

ても出てこないものを幾つか説明します． 
まずはテクハラ，テクニックハラスメン

トです．今日はDXの講習です．「何だ

よ，そんなソフトも使えないのかよ」「そ

んなことも知らないの？」という，テク

ニックに対するハラスメントが実際に今話

題になっています．先ほどの先生のお話は

すごく参考になりました．大学なんか普段

は絶対に足を踏み入れたくなくて，「なん

で俺はこの年になってまた大学に来るんだ

ろう」と思いながら来ましたけれども，

「ああ，なるほどな」といろいろ勉強にな

りました．でも，そういうのが嫌いな人も

いるし，そういうのを学習したくない人も

います．ですから，そういうテクニックに

ついて，自分が優位に立っているからと上

から目線でマウントを取るようなまねはし

てはいけません．それも今はハラスメント

になってしまいます． 
次はブラハラ，ブラットハラスメントで

す．これはネタです．「おまえ，B型だも

んな」「おまえはAB型だから二重人格な

んだよ」「A型だから細かいんだよね」と

言うのはいけません．これもハラスメント

と言われてしまいます． 
そして，今一番考えなくてはいけないの

がソジハラです．自分がどんな性別の相手

を恋愛対象とするかで自分自身をどんな性

別だと認識するか．Sexual orientation and 
gender identityの頭を取ってSOGIハラで

す．「DXの講習でこいつは何を言ってい

るのだろう」と思ったかもしれませんが，

これは重要です．LGBTの人たちに対する

ハラスメントのことです． 
日本は当事者の割合が世界平均の倍だと

皆さん知っていましたか．世界平均が3％
なのに対して，日本は7.6％なのです．13
人に1人がLGBT当事者だと本人が気付いて

います．もしくはオープンにしていない可

能性があるので，ここにいる皆さんの中に

も2人ぐらいいらっしゃるかもしれませ

ん． 
難しいですよね．目に見えないけれど

も，そういう人がいるかもしれません．先

ほどのテクニックハラスメントもそうで

す．われわれは頭の上にヒットポイント幾

つ，頭の知力幾つ，力幾つと書いてあるわ

けではないので，何ができて何ができない

かなんてことは誰も分からないのです． 
今はものすごい変革期ですよね．昔であ

れば「おい，いい加減にしろよ」と普通に

叱咤激励のつもりで言ったことが，「パワ

ハラです」と言われてしまうことがありま

す．労働生産人口が減って，昔みたいに若

い人がじゃんじゃん入ってくるわけではな

くなりました．私は転職組なのですが，学

校を卒業して，最初とんでもない会社に就

職してしまって，新卒で海外に飛ばされ

て，「えっ？」と思ったのですけれども，

「若いやつはな，苦労を買ってでもしろ．

寝るんじゃねえ」という感じの会社に入っ

てしまって，ひーひー言いながら海外をう
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ろうろしていました．でも，今の社会は，

「若い人にそんな無茶をさせては駄目だ

よ」「君たち管理職が頑張ればいいではな

いか」といいます．「あれ？ 俺っていつ

になったら楽になるのだろう．若いうちは

苦労を買ってでもしろと言われて散々こき

使われて，中間管理職になって，ある程度

偉くなっても，若い人を守るためにまた俺

が頑張るの？」という感じで，さまざまな

認識が変化して，常識や概念が再構築され

ています．ですから，昔とはめちゃくちゃ

違いますよね． 
そんな中で，今の建設業は，先ほど

10K&10Mの話がありましたが，未来が明

るくて人気のある業種だと思いますか．皆

さん，ご自分のお子さんや孫でも構いませ

ん．親戚の子でも構いません．「全員建設

業に行きなよ．最高だよね」なんて言う人

は多分いないと思います．なぜなら，先ほ

ど言ったようなステレオイメージがあるか

らです．ヤンキーみたいな人が働いてい

て，汚いところで，つらい目に遭って，給

料も安くて，苦しい職業だろうなというイ

メージがあります．だからこそ，私の会社

ではそういった概念を覆すために，全ての

イメージを払拭する必要性があると思いま

した． 
 

■テレワークの取り組み 

テレワークは，昔はよく在宅勤務といわ

れていましたが，そうではないことは皆さ

んもう分かっていらっしゃいます．では，

実際に建設業でどんなことができるのかと

いうことですが，テレワークは何段階か段

階があります．今日は第1段階から第3段階

の「やってみる」というところの説明まで

します． 
例えば建設業は，働く場所が変わりま

す．先ほど私たちの会社の仕事を紹介した

ように，「○○の工事をします」と言った

ら，そこが働く場所になります．会社に出

社するのではなくて，現場に出社するよう

になります．自宅から会社に移動して「お

はようございます．これから行ってまいり

ます」と言って現場に行くイメージです． 

ただ，みんな同じ所に住んでいるわけで

はないので，住んでいる場所や働く場所が

変わると，自宅から逆方向に進んでいかな

くてはいけないことや，自宅を通り過ぎて

会社に戻らなくてはいけないことも出てき

ます．時間的なロスが非常に多い業種なの

です．では，それは何のためにやるのかと

いうと，報告する，相談する，打ち合わせ

をする，確認する，勉強するなど，いろい

ろなことがあります．だから，まずテレ

ワークを使えるようにしたらいいのではな

いかと思いました．テレワークで打ち合わ

せができるので，「会社に帰ってこなくて

いいから，そのまま帰りなさい」「わざわ

ざ会社に出てくる必要性はないよ」と．移

動時間が減った分だけ，自分の体調に留意

にしたり，プライベートの時間にしたり，

自分のパフォーマンスを上げる時間に変え

るべきではないかと考えています．顔を見

ながら打ち合わせをしなくてはいけないこ

とも当然あります．現地に行かなければで

きないこともあります．でも，そうでない

ものに関しては，極力そういったことは今

後やめていこうという話をしました．これ

が2007～2008年ぐらい，今から15年ぐらい

前の話です．うちはコロナになってから始

めたわけではないです． 
自宅→会社→現場と行くときに，そんな

都合良く直線で行けるわけではないです

し，駅の目の前とか，駐車場が止めやすい

とか，そんなこともありません．でも，建

設業は他の会社と違う強みが一つありま

す．現場事務所に掘っ立て小屋みたいなも

のが建っているのを見たことがあると思い

ます．「何か汚いやつらが歩いているな」

「やからみたいなのがいるな」と思ったか

もしれません．でも，あそこはご飯を食べ

たり一服したりするだけのスペースだった

のですけれども，電気も水道も来ているの

で，セキュリティやネットワークを持たせ

ればサテライトオフィスになるのです．当

時そういうことを考えている人は誰もいま

せんでした．ですから，まず私はそこら辺

のセキュリティを変えて，コピー機などの

機械も入れました．当然，機種は全てそろ

えています．例えばキヤノンでもリコーで
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もいいけれども，借りるものは毎年機種を

全部合わせています．そうすると，どこの

現場事務所へ行っても同じように使えるわ

けです．IPアドレスなども全部一緒にして

おけば，どこの現場事務所に行ってもそれ

を同じように使うことができます． 
普通の会社がサテライトオフィスを設定

すると，月々さまざまな費用負担が発生し

ます．しかも，自分たち以外の人たちが周

りにいて，情報漏洩のリスクなどがあるか

もしれません．しかし，建築業は元々現場

事務所を置いているので，費用は追加費用

だけで済むわけです．37名の会社でサテラ

イトオフィスを幾つも持っています．それ

を全てお金をかけて借りていたら大変な金

額になりますが，現場事務所を活用すれば

1拠点当たり1万～2万円で開設できます．

横浜市内だけではなく，千葉や，もっと遠

くの現場にもあるので，渋滞していたら，

「この近くに○○さんの事務所あるから，

今日はそこで仕事しよう」と言って高速を

下りて，「すみません．今日そちらで仕事

させていただいていいですか．ちょっと図

面だけ描きたいので」ということができる

ようになります．そうしたら移動時間が

減って，「ああ，渋滞だな」なんて思わな

くて済むようになるわけです．そのために

やっています． 
では，実際どんな感じなのかというと，

まず移動コストが減りました．それから，

うちの社員はみんなヘルメットにカメラが

付いていて，何をやっているのか見えるよ

うになっているのです．その人が今何をし

ているのか動画で撮れるのですが，カメラ

自体はとても軽いです．昔はTHETAとい

う360度カメラを頭の上にくっつけてみた

り，GoProを首からぶら下げてみたり，さ

まざまなことをしましたが，全部邪魔だっ

たり，壊したり，なくしたり，汚したりし

て，いいことが何もありませんでした． 
昔は，例えばうちの人間が福島県の現場

まで行って「ちゃんとやってるのかよ，お

い」「やってるよ．俺，ちゃんとこのガイ

ドどおりにやってるじゃん．ほら，この紙

ちゃんと見てるもん」という会話をしてい

ました．福島県の現場に行こうと思うと片

道3～4時間かかります．それを今，うちの

人間たちは，現場に確認に行かないで

「ちょっと見せて」と言えば，カメラの映

像をその場で見ることができます．片道

300km，ノンストップで3時間半，宿泊費

なども考えたら，この方がいいと思いませ

んか．リアルタイムで見ることができて，

技術的な内容の確認や質問，アドバイスも

全部遠隔地にいながらやりとりができるの

です．移動時間や交通費，宿泊費がかから

ず，心身の損耗率も低いです．実際の作業

時間に偉い人が行って「おう，やっている

か」と言う必要がないのです． 
「では，それでどれぐらいの効果があっ

たの？」とよく言われます．途中から10年
単位で計算してみました．うちの会社は平

成20年度のガソリン使用量が3万4000Lぐら

いでしたが，平成23年度になったら6000L
下がりました．平成20年度から社員が19人
増えたのですけれども，結果としてはガソ

リンの使用量が6700L減り，本社の電力は

7000kW減り，労働時間は1人当たり300時
間ぐらい減りました．年度によって当然ば

らつきがあります．夜間工事があるときは

労働時間が長くなってしまう人間もいるの

で，全員が全員ではないのですが，そのよ

うな効果が出ています． 
車を運転する時間や移動時間がなくな

り，実際に動くことがなくなったので，当

たり前ですが，誰も事故を起こさなくなり

ました．そうすると，1日三十数台の車を

走らせていても任意保険が70％割引になり

ます．そうなると私のようなうるさいタイ

プはどんなことを言うかというと，リース

の会社の方々に「今まで4～5年で10万km
走っていたんだけど，4万kmしか使わなく

なって，うちの会社で使っている車は損耗

率が低いから，リース代を安くしてよ．事

故っていないし修理していないから，いい

車でしょう」と言いました． 
移動時間が少なくなり，労働時間と電気

代が減り，ガソリン代や高速料金が減り，

事故や違反がなくなり，任意保険料が減

り，リース代も減りました．当時，「やら

ない理由を教えてください．これ以上成果

が上がる策があるならぜひ教えてくださ
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い」と言いました． 
そして，売上も倍になりました．小さい

会社なので，倍になったといっても何兆円

になったわけではありません．8億円売れ

ていたのが高々16億円になっただけです．

でも社員の数も倍になりました．そういう

取り組みをしている会社だとアピールする

ようになってから，募集も人がたくさん来

るようになりました．散々お金をかけて，

頭を下げて，10K&10Mと言っているよう

な会社で，ミスマッチ・アンマッチ人が入

社してすぐ辞めてしまうような会社だった

のが，選ばれるようになりました．なぜか

というと，今の子たちはみんな調べるでは

ないですか．自分にとって働きやすい会社

なのか，本当に自分を成長させてくれる会

社なのか，自分のライフステージを守って

くれる会社なのかということを調べてくる

のです．そうすると，いろいろな取り組み

をしている会社の方が自分は成長できるの

ではないか，頑張れるのではないかと思っ

てくれるわけです．目に見えて売上が上

がっている，ニーズが増えている，女性が

増えている，辞める人がいないという情報

が出てくると，「それは素晴らしい取り組

みで，素晴らしい会社だ」と言われるよう

になるのです． 
労働基準監督署の署長が，「DXやワー

ク・ライフ・バランスについてどんなこと

を進めているのか教えてくれ」と言って，

職員を連れてうちに研修や見学に来るよう

になりました．そこまでくると，さらに人

が入るようになります．ただ，テレワーク

やDXを使うのは人なのです． 
私は勝手に「『じんざい』の種類は4種

類（人罪，人在，人材，人財）」と言って

いて，いるだけで会社に罪な人，ただ会社

に在るだけの人，会社にとって人的材料と

なるべく人，会社にとって財産となるべく

人がいます．ここまではよく言いますが，

実はもっとあります．昔は実力があったけ

れども，技術や知識が過去のままで，新し

い技術やテクニックを身に付けず，過去の

栄光や成功体験にすがる人．一部の人員で

グループを形成し，やりたいことや得意な

仕事のみ行う人．皆さんが今日勉強してい

るDXについて考えたり，ディープラーニ

ングとは何ぞやという話を一切しない人た

ちです．これがDXの進まない人やテレ

ワークが進まない人の本当の理由です．あ

る程度の役職者や実力ある人たちが，

「えっ，そんな面倒くさいことはやりたく

ない．俺はこれで今まで成功してきた．う

ちの会社でそんなことをやる必要性はな

い」と逃げてしまうのです．なぜかという

と，建設業は高齢化が進んでいる上に，若

い人がなかなか入ってこない業界構造があ

るからです． 
一方で，建設業では現有戦略の維持がす

ごく必要なのです．なぜかというと，「見

て覚えろ」「仕事は盗め」と言われて育っ

てきた人たちなので，自分の今までの仕事

が全くマニュアル化されていないからで

す．皆さんすごい技術を持っているので

す．うちの会社には職人の技能オリンピッ

クで金メダルを取った人もいるのですが，

「ちょっと若いやつに教えてやれ」と言っ

たら，全然説明できないのです．「えっ，

おまえ，できるじゃん」「いや，何と言っ

ていいか分からないです」となるのです． 
先ほどのカメラを使った打ち合わせで

は，24歳の子が現場から「これが分からな

いです」と聞いてきているのを，68歳と59
歳と55歳と51歳と30歳と37歳の人間が遠隔

地から教えています．ただ，われわれの手

がいつも空いているわけではないので，会

社に出社してきていない70歳を超えたよう

な人を「若い子たちが分からないと言って

質問してきたら，自宅から答えてあげなさ

い」という形で再雇用しています．では，

若い子たちから質問がなければ仕事がない

から給料が払われないかというと，そうで

はありません．CADという図面を描くソフ

トがあるので，過去にうちで受けた物件を

3DのCADに打ち直してもらい，そこに注

釈で「ここはこういったことに気を付けた

方がいい」とか，「こういうときはこうし

た方がいい」という形で，マニュアルでな

くていいので，自分の思う注意点をメモ書

きで書いてもらうようにしています．「あ

なた方が50年，60年やってきて得た技術や

経験は会社の宝なので，給料を払うので家
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でずっとそれをやっていてください」と

言ったら，「やっと引退して楽できると

思ったのに，俺をいつまでこき使うんだ」

と言ってすごく怒られました．でも皆さ

ん，結局は役職定年を迎えて引退した後

も，再雇用されて会社に来ずにずっと仕事

をしてくれています．70歳になっても，72
歳になっても，75歳になっても仕事ができ

るので「ありがとう」と言われます． 
 

■なぜテレワークなのか 

少子高齢化が進む日本では年金財源確保

が必要なので，働きたい会社ではなく，働

き続けたい会社にしなくてはいけません．

それを守る方法の一つがDXです．ですか

らDXは経営戦略なのです．社員の採用，

退職防止，能力開発の可能性を引き出すた

めのものです．誰かの地位向上や救済施策

ではなく，20年後の将来に向けて私たちが

生きやすいようにするためのものです． 
DXを進めない人は，知識や経験が足り

ないので「やらない」と言っているわけで

はなくて，やらない理由付けをしてくるの

です．そういう人によく説明して，納得し

てもらい，「じゃあやってみようかな」と

思ってもらわなくてはいけません． 
その一つの理由が，ダイバーシティ&イ

ンクルージョンです．介護だろうが，育児

だろうが，LGBTだろうが何だろうが，誰

もが関係なく働けるようなフラットな会社

にしなければ私たちは生きていけないとい

うことです．それを「おまえ，勉強してお

け」と言っても，今の若い子たちは勉強し

ません．私たちの大先輩に「勉強しておい

てください」と言っても勉強するわけでは

ありません．ですから会社全体で取り組ん

で進めていかなければいけないのです． 
10K&10Mと冒頭で説明しましたが，10

年以上そういった取り組みをしていて，実

際は15年以上ですけれども，トライ&エ

ラーを繰り返してきたうちの目標は何だっ

たのか．実は私が入社したのはちょうどう

ちの会社がそういう取り組みを始めたとき

なのです．私は介護をしたくて，前職を辞

めた理由は介護離職だったので，働く気は

なかったです．でも，今の会社に誘ってい

ただいて入社して子どもが生まれて，そう

したら自分の調子も悪くなっていきまし

た．ですから，正直，自分が生きていくた

めにやらなくてはいけなかったのです．自

分の働きやすさや生きやすさを求めて，他

の人でそういうリスクが発生したらどうな

るかというようなことを考えて取り組んで

きました． 
 

■DXで何ができるのか 

うちの会社では，現場作業をタブレット

で撮影すると，工事の内容，どこで何をし

ているのかということが自動的に記録され

て，それが会社のサーバーに送られるよう

になっています．ですから，例えば「空調

動力 R7 1階」という言葉で検索する

と，そこの情報が出てきます．今までは，

現場作業をデジカメで撮って，会社に持っ

て帰ってきて，写真をSDカードからExcel
に貼り付けて，手作業で情報を入力してい

ました．やることは一緒なのですけれど

も，無駄が多くて，当然，残業になってい

ました．でも，タブレットを配布してソフ

トを入れてそういうことをやるだけで，年

間2万4000時間ぐらい労働時間が削減でき

ました．タブレットを1台配るぐらい大し

たことはないです． 
また，私たちの会社の社員は建設キャリ

アアップシステムのカードを持っていて，

そこに，その人が何月何日から何月何日ま

でどんな仕事をして，どんな免許を持って

いて，何ができるかということを全部記録

して，サイト上で出るようにしています．

技能者のランクも出るようになっていて，

国土交通省とリンクさせています．出退勤

も全てこのカードで行うので，誰が何時に

来たのか，誰が何時に帰ったのかというこ

とが全て分かる形になっています．当然，

押し忘れて帰った人や，遅刻した人も全部

分かります．そうすれば，どこで日報を出

したか，どこでタイムカードを押したかと

いったことを，いちいち会社に来て集計す

る必要はありません．さらに，彼らは，自

分が今までしてきたことが全てこのカード
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に記録されているので，職務経歴書を作ら

なくても，どんなことができたのかという

ことが一目瞭然で分かります． 
最近，地震や水害が多いですが，当然う

ちの会社もそういうところに社員を派遣し

ます．インフラを支える企業ですから，ど

んなに小さな会社でも，皆さんのお役に立

てることはあると思っています．若い子た

ちも水害の現場に行っています．ただ，若

い子たちは会話がうまくないので，代わり

に動画を送ってもらっています．動画で現

場のことが分かると，われわれも他人事だ

とは思いません．テレビは都合のいいとこ

ろしか映さないことがあるので，われわれ

は動画を見て，状況に応じて現地の人たち

に情報提供することもあります． 
先ほど説明したヘルメットのカメラは，

短距離でスマートフォンで見ることもでき

ます．ですから，例えば11階建てのマン

ションでエレベータがまだできていないと

きに，下にいる先輩がカメラの映像を見

て，「今何階にいるの？」「○階です．○

○しています」というのをその場で確認す

ることができます． 
それができるようになると，例えば社員

が屋上でお客さんに説明しているときに，

お客さんが別の階を見に行こうとしたら，

別の社員が「今から降りていらっしゃるか

ら，そのフロアで待っていよう」というこ

とが，いちいちトランシーバーや携帯で確

認しなくてもできますし，お客さんが気に

なっているところについて「これはどうな

のですか」と聞いてきているのであれば，

それをカメラ越しに察知して先に資料を用

意しておいて差し上げるとか，いろいろな

ことができます． 
さまざまなソフトを使ってDXを稼働さ

せている状況です．当然，普通のZoomや

Teamsなどもありますが，われわれ独自で

作成したソフトを使ったり，改造したソフ

トを使ったりもしています．先ほど言いま

したように，うちの会社は「必ず会社に来

い」と言わなくなりましたし，「必ず現場

にいろ」とも言わないので，リモートで打

ち合わせしているときの背景はみんなばら

ばらです．みんな働いている場所が違うの

で，私も2年ぐらい会っていない社員がい

ます． 
「てんさい」は「天才」だけではありま

せん．会社にとって厄災を起こす人（天

災）もいるし，自分のみでしか成果が出せ

ない人もいるし（点才），組織として人の

才能を転がし生かせる人（転才）もいま

す．人の才能を転がすときに使えるのが

DXだと思うのです．「こういったことが

あれば，皆さんもっと楽に仕事ができるの

ではないですか」「これがあると，もっと

うちの会社は盛り上がるのではないです

か」という形です．そして，自分も組織も

同様に成果を上げることができる人が世間

でいう天才だと私は思っています．私たち

の会社は，今までは建設業しかできないス

ペシャリストの集団だったかもしれません

が，人材育成や将来を見据えた組織論を考

えられるゼネラリストにならなければいけ

ないと考えています． 
2008年とか2009年ぐらいのとき，僕は某

大学附属病院に入院していました．大病を

患ってしまい，おなかの中に大きな腫瘍が

できて，ホルモンを出す副腎という臓器を

丸ごと取ってしまいました．熱は40℃が

出っぱなし，血圧は200が出っぱなしで，

意識ももうろうとして歩けないのです．で

も，東大の先生と相談して，「病院の中で

テレワークをやらせてください」と言いま

した．多分，そんなことを言ったのは私が

日本で初めてだと思います．自分の体にい

ろいろな機械が付いているので，無線が干

渉して被害が出るから駄目だと言われたの

ですが，心電図から何から，メーカーに

片っ端から電話して仕様書を取り寄せて，

「これは絶対干渉しないからやらせてく

れ」と言って，病院で仕事していました．

例えばこんなこともできるということで

す．当時こんなことをしていた人は絶対に

私しかいないと思います． 
こう言うと，「おまえの会社はそんなに

病気が悪いときでも仕事やらせるのか．ブ

ラックではないか」と言われるのですが，

違うのです．休職して休業補償を受け取る

と給料が減ってしまうし，自分の会社での

評価も下がってしまうし，同僚にも迷惑が
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かかってしまいます．ちなみに，とある社

員は，休みの日にスノーボードに行って足

を折って帰ってきて，「すみません，現場

に出られません．僕，皆さんの図面を描く

ので休ませてください．お願いします」と

言いました．そうやってテレワークを使え

ば，脱俗人化，仕事のフェアトレードがで

きるようになるのです．「現場に代わりに

行ってください．僕はカメラで見ておきま

す．あなたの図面もやります．だから，代

わりに材料だけ運んでいただけませんか」

という形です．ですから，仕事のフェアト

レードが必要だということを今教えていま

す． 
以上がうちの会社のデジタルトランス

フォーメーションの中身であり，コロナ禍

前の取り組みのネタです．時間があれば

もっと説明したいことがあるのですが，時

間の都合上，今日はここまでです．あと10
分話せと言われれば話せるのですが，残念

ながら時間がありません．あとは司会者の

方にお任せします． 
 

（文責：編集委員会） 
 


